
防
衛
省
は
こ
れ
ま
で
、
自
衛
隊

が
購
入
す
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

先
と
し
て
佐
賀
空
港
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
佐
賀
県
内
で
反
対

の
世
論
が
大
き
く
広
が
る
な
か
、

駐
機
場
な
ど
の
用
地
買
収
が
困
難

に
な
り
、
今
年
秋
の
納
入
に
間
に

合
わ
な
い
状
況
と
な
っ
た
た
め
、

別
の
場
所
で
の
暫
定
配
備
を
検
討

し
て
き
て
い
ま
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
は
２
０
１
６
年
１

２
月
に
沖
縄
で
墜
落
、
翌
年
８
月

に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
墜
落
し
、

９
月
に
は
シ
リ
ア
で
墜
落
し
て
い

ま
す
。
わ
ず
か
１
０
カ
月
の
間
に

３
回
も
墜
落
す
る
よ
う
な
軍
用
機

の
配
備
は
、
ど
こ
で
も
反
対
の
声

が
上
が
る
の
は
当
然
で
す
。

暫
定
配
備
報
道
に
た
い
し
て
木

更
津
市
の
渡
辺
芳
邦
市
長
は
、「
防

衛
政
策
へ
の
協
力
は
自
治
体
の
役

割
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
機
体
整

備
も
し
っ
か
り
し
た
運
用
段
階
に

な
っ
て
い
な
い
な
か
、
遺
憾
で
不

快
に
感
じ
る
」
「
整
備
と
配
備
で

は
次
元
が
違
う
」
「
佐
賀
が
駄
目

だ
か
ら
木
更
津
と
い
う
理
屈
も
お

か
し
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
（「
千

葉
日
報
」
３
月
２
８
日
付
）。

日
本
共
産
党
は
、
こ
れ
ま
で
オ

ス
プ
レ
イ
の
整
備
工
場
設
置
も
、

暫
定
配
備
に
も
一
貫
し
て
反
対
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
報
道
を

受
け
て
、
あ
ら
た
め
て
県
に
た
い

し
て
、
暫
定
配
備
に
反
対
す
る
よ

う
申
し
入
れ
ま
し
た
。
ま
た
防
衛

省
に
た
い
し
て
も
、
配
備
中
止
を

要
請
し
ま
し
た
。

対
応
し
た
県
政
策
企
画
課
の
高

橋
俊
之
課
長
は
、「
北
関
東
防
衛

局
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、『
何

ら
決
定
し
て
い
な
い
。
事
実
に
も

と
づ
か
な
い
報
道
だ
』
と
の
こ
と

だ
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
共
産
党
県
議
団

は
「
木
更
津
に
は
オ
ス
プ
レ
イ
整

備
工
場
も
あ
り
、
暫
定
配
備
の
可

能
性
が
高
い
。
決
ま
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
、
い
ま
か
ら
反
対
す

べ
き
」
と
厳
し
く
求
め
ま
し
た
。

日本共産党船橋市議団とともに

岩井 友子市議 金沢 和子市議

坂井 洋介市議 佐藤 重雄市議

関根 和子市議 中沢 学 市議

松﨑 佐智市議 渡辺 優子市議
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３
・
20
▼
船
橋
駅
で
宣
伝

３
・
21
▼
安
倍
退
陣
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
／
革
新
懇
宣

伝
／
国
保
を
よ
く
す
る
会

３
・
22
▼
県
議
団
会
議
／

治
安
維
持
法
同
盟
船
橋
支

部
準
備
会
の
打
ち
合
わ
せ

３
・
23
▼
飯
山
満
川
県
聞

き
取
り
／
海
老
川
流
域
懇

談
会
傍
聴
／
安
倍
退
陣
ス

タ
ン
デ
ィ
ン
グ

３
・
24
▼
斉
藤
和
子
前
衆

院
議
員
・
岩
井
友
子
市
議

と
丸
山
地
域
後
援
会
春
の

つ
ど
い
参
加

３
・
25
▼
松
崎
佐
智
市
議

と
西
船
・
海
神
地
域
後
援

会
の
花
見

金
沢
和
子
市
議
と
御
滝
後

援
会
の
集
い
／
安
倍
退
陣

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

３
・
26
▼
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依

存
症
家
族
と
懇
談

３
・
27
▼
西
船
橋
駅
で
宣

伝
／
中
沢
学
市
議
と
共
産

党
会
計
事
務
所
支
部
会
議

３
・
28
▼
安
倍
内
閣
退
陣

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

３
・
29
▼
オ
ス
プ
レ
イ
県

要
請
／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

３
・
30
▼
オ
ス
プ
レ
イ
木

更
津
暫
定
配
備
防
衛
省
要

請
／
津
田
沼
革
新
懇
宣
伝

３
・
31
▼
左
藤
重
雄
市
議

と
中
央
後
援
会
の
集
い
／

湿
地
保
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

４
・
１
▼
え
び
川
九
条
の

会
花
見
／
金
沢
市
議
と
夏

見
後
援
会
花
見
／
原
水
協

署
名
／
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

丸 山 慎 一 検索

ＱＲ
コード

marusin@mbn.nifty.com

右のQRコードでブログを見る
ことができます。ＨＰは検索。

丸
山
慎
一
県
議

活
動
日
誌

オ
ス
プ
レ
イ
は
１
０

カ
月
間
で
３
回
墜
落

３
月
２
６
日
、
自
衛
隊
が
購
入
を
計
画
し
て
い
る
オ
ス
プ
レ

イ
の
暫
定
配
備
先
を
、
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐
屯
地
に
す
る
方

向
で
調
整
中
と
の
新
聞
報
道
が
行
わ
れ
、
住
民
に
不
安
の
声
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

３月１３日から船橋駅南口で「森友疑惑徹底究

明＆安倍内閣退陣求めるスタンディング」が行わ

れています。「船橋でも声をあげたい」との一人

の女性のつぶやきが始まりでした。プラカードを

持って並んで立ち、マイクをリレーで回してそれ

ぞれが訴えます。通りかかった男性が手をふって

くれたり、じっと立ち止まって耳を傾ける人、拍

手を送ってくれる人など、次々と共感が広がって

いきます。

３月２１日には、たまたま通りかかったという２２歳の女性がトークに参加。「介護の

仕事を続けたかったのに、給料が安すぎて生活できずに辞めた。安倍総理は自分のことば

かりで、福祉をどんどん減らしてる。こんな政治を変えたい」と発言しました。２３日に

は通りかかった男性が、「安倍政権の公文書改ざんは昨年２月頃。それ以降、虚偽の文書

をもとに国会審議が行われたわけで、昨年１０月の総選挙は虚偽の選挙だ」とマイクで話

してくれました。２５日も飛び入りの女性が「自分は無党派で投票にしか行かなかった

が、声を上げなければいまの政治を認めたことになってしまうと思い、今日はここに来て

マイクを握りました。一緒に声を上げましょう」と訴えました。

「
騒
音
調
査
」
の
名
目
で
木
更
津
駐
屯
地
に

飛
来
し
た
オ
ス
プ
レ
イ
。

２
０
１
６
年
１
０
月
２
４
日
・
木
更
津
市

防
衛
省
に
要
請
す
る
（
正
面
右
か
ら
）
斉

藤
和
子
前
衆
院
議
員
、
丸
山
慎
一
県
議
、

川
副
邦
明
党
県
副
委
員
長
、
椎
葉
寿
幸
同

副
委
員
長
、
畑
野
君
枝
衆
院
議
員
、
浅
野

史
子
党
県
副
委
員
長
な
ど
。

３
月
３
０
日
・
衆
院
議
員
会
館
内

日
本
共
産
党
が
県
と

防
衛
省
に
中
止
要
請




